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製造⼯程における製品・部品の検査は、製品の品質を
維持する上で重要です。⾃動化された製造⼯程では、
⼗分注意を払っていても製品・部品の表⾯にキズや汚れ
等が発⽣する場合があり、それを⾃動検査する技術が必
要になります。これまでの検査⼯程では、従来からある画
像処理技術を応⽤してきましたが、本研究では、⼈⼯知
能（深層学習）を利⽤して製品・部品表⾯のキズ・汚
れを⾃動検出する技術の開発を⾏いました。

■背景と目的

■外観検査装置の開発

開発した外観検査装置を図１に⽰します。この装置は、
６軸の多関節ロボットアームの先端部分に、撮影⽤テレ
ビカメラと照明装置が設置されています。検査⽤テーブル
はロボットアームの前⽅に設置されており、回転テーブルと
して利⽤できます。ロボットアームと回転テーブルをソフトウ
エアで操作することにより、検査対象を上⽅向や左右の
⽅向など、種々の⽅向から撮影することができます。
⼈⼯知能（深層学習）を利⽤してキズ・汚れの検出
を⾏うために、良品と不良品の画像データを撮影し、これ
らを学習⽤データとします。このデータを利⽤してキズ・汚
れの検査ができるよう検出⽤プログラム（ニューラルネット
ワーク）を学習させます。学習後の検出⽤プログラムを利
⽤して、検査対象のキズ・汚れの検出を⾏うことで検査対
象の良否判定を⾏います。

■キズ・汚れの検出結果

開発した外観検査装置を利⽤して、信楽焼のたぬきの
焼け具合を検査した例を図２から図４に⽰します。図２
が検査対象です。図３が検査対象を側⾯から撮影し、
検査した結果を⽰しており、⾚⾊・緑⾊部分が不良部分
として検出されています。良否判定を⾏った結果を図４に
⽰します。図４左上の画像が不良品で、その他が良品と
して判定された結果を⽰しています。この例では、通い帳
の⽂字が不鮮明であるため、不良品として判定されていま
す。この他、良品、不良品の判定を繰り返すことで、⼈⼯
知能（深層学習）によるキズ・汚れの検出が可能である
ことが確認できました。
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